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2B Ⅰ 創造的新製品開発の 一手法 

0 岸上慎次郎 (vR テクノセンタⅡ 

1. はじめに 

企業が製品戦略を 策定するときに、 開発 汁 70 将来予測は 、 最も重要な要素の 一 

つとなっている。 開発テーマの 予測には、 技術的可能性 ( 汁 ㍗ ) と社会的受容性に - 

ス 。 ) の 両面を考慮する 必要があ るが、 このこり     づ り     を結合させた 開発の仮説テイを 

創出していく 手法を目で見える 形にしたものは 余り見られない。 

本研究報告では、 新 7 。 D 、 ゾがト 管理の方法「 DTCN/DTC 手法」 ( 文献 1 ) を使って、 

開発テイの予測における 技術的可能性の 汗㍗と社会的受容性の 二だの二つを 結合さ 

せ 、 マクロ な 製品開発、 市場動向予測を 行い、 開発テイの創出およびその 位置づけを 

示す。 

2. 仮説テイの創出から 庸発 テイ 授定 までの 月雄ズ 

開発のための 仮説 汁マを 決めるまでの 7 。 ロセスに必要な 視点を整備するため、 まず製 

品 開発の基本 ㍗ロセスとして 次のようなことをする。 即ち ( 1 ) 仮説テイないしは ァ 

サティ ァ を PMD 手法 ( 文献 1 ) により生成する。 ( 2 ) その仮説テーマないしは アイ ティ ァ 

に 基づいて、 考えられうる 現象、 要求の シュ ㍉ 仁ンョン を再 び PMD 手法を使って、 その仮 

説 テ Ⅱの展開・評価をして、 それが有効に 成り立つことを 説明し仮説 汁マ 成立の検 

証 をする。 ( 3 ) このあ とその仮説 テ -7 を再 び PMD 手法を使って 修正して開発テイと 

して決定する。 図表 1 は、 製品開発における 仮説戸づ の 創出から開発 汁 70 設定ま 

での手順マッハであ る。 この フ 。 ロセスは、 現場での視察力・ 先見性による 市場・技術動 

向の予測の範囲を PMD 手法を使って 拡大し、 開発の対象となる 仮説 汁 70 創出をす 

るための ハ ロセスで、 新 ハロシリ ト 管理の方法の 上流を埋める 手法となる。 

3. 組織的先見性を 加えた開発汁 70 創出までの具体例 

この ア ロセスでは、 企業の現場用語となっている 着眼力・視察力を 創りだし、 それ 

を一人ではなく 組織とネット トク の知識・知恵で。 繋ぎ、 かつ今までのように 個人の ア 

ライ オリテ 什も無視することなく、 仮説 テ Ⅱを組織で生成させ、 成長させる ハ ロセスを目で 

見えるようにするものであ る。 

そのためにここでは 現場的な方法で 視察力による 「仮説 テ Ⅱの創出」を 図表 1 ( 1 

-S 欄 ) のように整理する。 ここでは PMD 手法を使った 視察力の可視化についての 具 

体 例を述べるが、 新製品開発の 開発汁 マを 創る最終の目的は、 やはり一発必中にす 

ることであ る。 

さて、 PMD 手法とは、 正しい目的と 手段の関係を 創る手法で、 これを使うことに 

より 「何ができて、 何ができあ がるのか」 と言 うと 次のようになる。 

( 1 ) 「どこから、 どのように手を 着ければよいのか」 を「目標とする 焦点の表 
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現 ( KEY WORD) を組織・集団の 目で把握することにより 明らかにできる。 

( 2 ) 関係者の思考と 行動のへクトル 合わせを紙上で 行い確定できる。 

( 3 ) 正しい目的と 手段の関係を 創る ( 前例のないことを 始めるとき ) 

この考え方と 手順は 、 我々が日常何気なく 使っている ハ ロセスを顕在化・ 手法化した 

もので、 特に、 どこからどのように 手を着けて分からないときや、 テイを効率的   

効果的に創出・ 具体化したいときに 有効で、 人の心の中では 無意識のうちに 整理 

している方法を 顕在化する方法であ る。 この P M D を通常 3 回 創 ると新しい開発 

をどのように 進めめればよいかが 見えるようになる。 

( 1 ) 仮説 斤 70 位置づけ PMD 

具体的に作成した PMD を図表 2 に示す。 この最初に創る PMD は、 地域の創造的産業 

の創出と成長を 促すために、 どのようなものを 仮説 汁マ として取り組めばよいかを 

創出するために 創る。 

この具体例では「新しい 価値の方向と 差の情報を創り 出す商品 / 汁マがト肝ドと 

して浮かび上がってきた。 そして、 そのキ円Ⅱ。 の下の具体的手段の 表現の箱 ( こ 

れをア サティ ァ ホリスという ) の中にその具体的手段の 一つとして売り 方を踏まえた 

「新機能 机 、 ンステ A 」の開発を ケづス タティーの坂斤 マ として取り上げれば 良いことがみえ 

た 。 この場合、 他に ア サティ ァ として地域産業の 主力であ る 「 ア ド レ J レ 産業の テ     サインシステ 

ム」 と「輸送機器関連の 車体 テ     サィ 、 ノ、 ン石ム 」など取り上げる 具体的 テ Ⅱが現れてきた 

が 、 その中でも消費者のこ -r     が高く、 企業規模，コソ ヒ 。 Ⅱ タ などの先端機器の 導入状 

況と地域の技術 シ りであ る木工・家具産業を 結 ひ 合わせることの 出来る 「新機能 

机、 ンステム」をとりあ えず坂の対象 テ Ⅱとして選ぶのが 妥当であ ることも見えてきた。 

( 2 ) テ Ⅱ展開の PHD 

テ Ⅱ展開の PMD は、 上記の結果得られた「仮説 の対象 テ Ⅱ」を中心にして、 その ト 

70 展開をするための PMD であ る。 その具体例を 図表 3 に示す。 この PHD は 、 斤 7 を 

展開することにより 汁 70 成長が始まる 仕組みにすることが、 この PMD の作成目的 

であ る。 この具体例で 言うと フ     Ⅱ ック 7 と 1 3 の表現内容が 繋がり、 くるくる廻り 全 

体が動き出すようになるということが 見えるようになったことがこの P M D の 成 

果 となる 0 

( 3 )  開発 PMD の作成と開発 テ -70 設定 

この P Ⅱ D の具体例を図表 4 に示す。 この P M D は何をどんな 目的で製品開発をす 

ればよいのかの 範囲・価値の 方向・開発テーマを 確定するものであ る。 メィ、 ノ キリ日     の 

レヘ 。 ルが 開発汁 70 い。 ルを 示す。 このように開発斤 マを PND で作り出せたことは、 PHD 

の上位の抽象的なニース     と 下位の手段 ( 、 トス     ) をその開発汁 マで 結合出来たことにな 

る。 これで開発 テ Ⅱを決めることができる。 

4 . おわりに 

地域産業の現場で 使える仮説設定から 開発テーマを 創出できる一手法が 見つかった。 

参考文献 : ( 1 ) 江崎通産「 新 アロゾ ェ クト管理の方法」 ( 2 ) 飛岡 健 「仮説思考 法 」 

( 3 ) 安東義隆ほか「 テびド Ⅱリックス」 
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岐阜県の創造的産業創出・ 成長 
の 思考 と 行劫 の ストト 迂 ・ ル となる 

製品切 先戸 7 刈 田   
    岐阜 煤 地域 産 其の活性化を 図る 

岐阜県中小企 弗 の市坊 冊完力 
  Ⅰ市坊 $ ソト トク・もの作り ) と拮 

夫の構 援 ・ ンス れをつくる 

地域 の ・ 汁ス ・ と折ニー ㌣の % 台 
  による成長・ ンス れを作る 

押しい何何の 方向 {PMD} 
  を 売り手と 耳客て 刈 り出す   

上記の「新しい 何何の方向」と 

  「差の肝 穏 」を刈 り出す商品 / 
テゴ を 挺 発する 

  
  
PMD 手法で新しい 価位の 其体的目㌃ イブ を手段として 

方向創出による 川 。 Ⅷ産業 売り方を甘まえた「祈む 能形怒 
  のテ " サ 。 イ ン 、 ンミュレーショ ソ、 ンステム れ、 ンス れの 用尭 ( 市牡 ・もの作り ) 」 

の 開発をする を勅丑そデル として利用する 

    

差 の 椅 穏 な売 り手とⅠ 客 
て 創出する 

メインキ -7- ト " 

PMD 手法 て 新しい価値の 
方向創出による 自助単産柴 
の車体 デゲげ、 ンス れの曲 発 

をする 

  

  

Q 車煤に 集めた 肝穏産糞 ( 地坤 
  に訂 った上裳もよくもを 利用 

する 

  

  

図表 2  %7 位 口 づけ ( 仮説 許 7) の PMD 

岐阜 煤 の りソづ を 

有効に使う 

岐阜 煤 の 地坤垂圭 ( 木工・ 接佐 
，白描 ウ 内達・ 府硅拮 ・ 仔弗 ・ 

    カラス わク などⅠの ノウ ng0 Ⅰ 荻 
を 利用する 

航空・宇宙 町ユ耳接 の何 % 月完 
て 実際の扶 柾が 出来た方法 甘さ 
易しくして使う 

本苗文 をまとめる 
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  中小企 葉のトケヴト の 刮拉 さする 
甘尭テ -7 をス体何として 示す 

肝穏産 莱の技術 哲枕 特に VR   C り 内達 地球技 貝珪 其の技術 

  技術を利用する   Ⅰ荻を利用する 
を利用する 

マルチ i, テ "@ Ⅰ   併穏わトワウ 時代を 

坤 まえた 妨果的   効率的なオフ メインキ - Ⅰ -t" 

  Ⅱ の機能れで兵刃する 挺能 向上の中心田仮を 何人 

のこづ " ‥ ンづ " を利用 

  

祝 タカⅠ先見性をもちこれなら 

  
いけるというⅠトドを 把 在する 

力 ) を 刈 り出す 

QFD { Ⅰ客の自然な 甘棄を 
DTCN/DTC { 汁 ㌃・ ン ㌣ を 

Ⅰ 0 11 
技術王戎 に 変える手法 ) を使う 

つむ ざ合わせ市坊 を 前 6 手法 ) を 
使う 

Ⅰ 2 チ田面表示 牡 仮の付いた「 折援横 
杉村れれれの り t 「・ ト 」を利用する 

( Ⅰ 入り刑グめけ -; れテ 

「 勅集的 ， 勅ウ 的に仕 ウ /% 強てきる ソ 7 ト / トド 机 」 
の 研究 傭完 ・維持 改 哲の企画Ⅰを 作る 

品 Ⅰ 笘 理研究室 /7"0 、 ン " カト甘 理研究 垂 

図表 3  テ Ⅱ 展抽 PMD 
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